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一部訂正について一部訂正について一部訂正について一部訂正について一部訂正について

当社は、2019年８月９日に発表した「2020年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」について訂

正がありましたので、お知らせします。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送

信します。

　

記

１．訂正内容と理由

訂正内容と理由につきましては、別途、本日（2020年５月15日）付「過年度の有価証券報告書等及び決算短

信等の訂正に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

２．訂正箇所

訂正の箇所には を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、訂正後のみ全文を記載しております。

以 上
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　2020年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2019年８月９日

上 場 会 社 名 ユニデンホールディングス株式会社 上場取引所 東
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四半期報告書提出予定日 2019年８月９日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第１四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年６月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 4,767 10.2 690 19.9 588 △5.5 120 △67.7

2019年３月期第１四半期 4,324 10.2 576 △7.3 622 △4.8 373 △35.7

(注)包括利益 2020年３月期第１四半期 134百万円 (△78.8％) 2019年３月期第１四半期 633百万円 ( 3.3％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第１四半期 20.52 －

2019年３月期第１四半期 6.34 －

※当社は、2018年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期
首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算出しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 39,036 29,945 74.5
2019年３月期 39,318 30,399 75.6

(参考) 自己資本 2020年３月期第１四半期 29,083百万円 2019年３月期 29,729百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00

2020年３月期 －

2020年３月期(予想) － － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2020年３月期の配当予想額につきましては、現時点では未定であります。

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）
現時点では業績に影響を与える未確定な要素が多いため、業績予想を数値で示すことが困難な状況です。連結業績

予想については、合理的に予測可能となった時点で公表します。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) ― 、除外 ―社 (社名) ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期１Ｑ 6,313,964株 2019年３月期 6,313,964株

② 期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 432,973株 2019年３月期 432,862株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期１Ｑ 5,881,037株 2019年３月期１Ｑ 5,881,796株

※当社は、2018年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算出しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、売上高および営業利益を重要な経営指標と位置付けており、エレクトロニクス事業においては、

CB無線機、スキャナーラジオ、レーダーディテクター、車載用モニターなどの製品を積極的に販売展開しておりま

す。また、前年度に引き続き、生産コストや販売費及び一般管理費の見直しを継続的に実施しております。さらに、

不動産事業においては安定した賃貸収入を基盤として、積極的な売買活動も展開しております。当第１四半期での当

社グループ全体では、前年度と比較して売上高は増加しているものの、エレクトロニクス事業での売上の減少、為替

および材料コストの悪化に伴い営業利益は減少という結果となりました。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高4,767百万円(前年同四半期比10.2％増)、営業利益690百

万円(同19.9％増)、経常利益588百万円(同5.5％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益120百万円(同67.7％減)と

なりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

《《《《《エレクトロニクス事エレクトロニクス事エレクトロニクス事エレクトロニクス事エレクトロニクス事業業業業業》》》》》

当事業では、主に、無線通信・応用機器、デジタル家電機器、電話関連機器の製造販売を行ってまいりました。当

事業の売上高は2,770百万円(前年同四半期比3.6％増)となりました。製品区分別の内訳は主に次のとおりでありま

す。

〔無線通信・応用機器〕

当区分では、北米市場においてレーダーディテクターは今期に市場リリースした高価格帯の新機種の販売が好調に

推移しており、前期に引き続き売上が増加する要因となっています。一方で海上無線は大手量販店の経営方針転換に

より、昨年度後半より同社向けOEM供給ビジネスの実績が低下し、前期の売上額を下回っています。オセアニア市場

ではワイアレスセキュリティカメラの販売が引き続き好調に推移しているものの、UCB無線機において客先の在庫調

整による購入控えにより、売上の減少となっています。当区分全体では売上台数24万台(前年同四半期比10.0％増)、

売上高1,971百万円(同4.7％増)となりました。

〔デジタル家電機器〕

当区分では、国内市場での車載用チューナーの需要の低下により販売が見込めませんでしたが、一方で車載モニタ

ーが前年以上の売上となっています。当区分全体では売上台数1.0万台(前年同四半期比20.6％減)、売上高294百万円

(同5.1％増)となりました。

〔電話関連機器〕

当区分では、オセアニア市場において、マーケットシェアは首位を維持しているものの、全体的に市場規模の縮小

傾向が続き、主力製品であるコードレス電話の売上が減少しております。当区分全体では売上台数8.0万台(前年同四

半期比22.3％増)、売上高は299百万円(同21.5％減)となりました。

《《《《《不動産事不動産事不動産事不動産事不動産事業業業業業》》》》》

当事業では、前年度に引き続き安定した賃貸事業の収益体制を背景に、当年度も販売事業を積極的に推し進めまし

た。その結果、当事業全体では、売上高2,001百万円（前年同四半期比20.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は22,825百万円(前期末比188百万円減)となりました。これは、主として

現金及び預金が757百万円、原材料及び貯蔵品が225百万円、受取手形及び売掛金が53百万円、それぞれ減少し、販売

用不動産が361百万円、商品及び製品が270百万円、その他流動資産が173百万円、それぞれ増加したこと等によるも

のです。

固定資産は16,210百万円(同94百万円減)となりました。これは、投資その他の資産が79百万円、無形固定資産が11

百万円、有形固定資産が３百万円、それぞれ減少したことによるものです。

この結果、資産合計は39,036百万円(同282百万円減)となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は4,058百万円(前期末比186百万円減)となりました。これは、主として未

払法人税等が326百万円、支払手形及び買掛金が20百万円、短期借入金が15百万円、それぞれ減少し、未払費用が121

百万円、賞与引当金が35百万円、それぞれ増加したこと等によるものです。

固定負債は5,032百万円(同357百万円増)となりました。

この結果、負債合計は9,090百万円(同171百万円増)となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は29,945百万円(前期末比453百万円減)となりました。これは、主とし

て資本剰余金が588百万円、為替換算調整勘定が178百万円、それぞれ減少し、非支配株主持分が191百万円、利益剰

余金が120百万円、それぞれ増加したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

世界経済は、米国を中心に先進国経済が回復基調を維持するほか、新興国経済も商品市況の安定などを受け、持ち

直しの動きが続き、全体として緩やかな回復となりました。

一方で英国のEU離脱問題をはじめとする各国政策の不確実性や米中貿易摩擦問題の長期化・深刻化による影響、新

興国経済の成長鈍化懸念等、引き続き不透明な状況が続くことが予想されます。

このような状況の中、収益体質の基盤の安定化を図るべく、収益構造の改善と営業体制の強化に取り組んでまいり

ます。

＜今期施策＞

① 製品競争力の強化：

採算性重視施策の継続的な運用、市場での各カテゴリーにおけるシェアの拡大

エレクトロニクス事業における新規カテゴリーの開発と展開

電子商取引（E-commerce）の強化

不採算カテゴリーの撤退

② 次世代成長事業の確立：

不動産事業の拡大と更なる収益化

③ 人財活用の徹底：

人事・組織の継続的見直しによる業務遂行体制の強化

④ 経営管理部門の強化

各子会社に対する速やかな意思決定を本社指導で行うための体制の確立

連結業績予想につきましては、現時点では業績に影響を与える未確定な要素が多いため、合理的に予測可能となっ

た時点で公表します。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,798 9,041

受取手形及び売掛金 3,071 3,018

商品及び製品 1,213 1,483

販売用不動産 7,271 7,632

仕掛品 164 203

原材料及び貯蔵品 1,023 798

その他 478 651

貸倒引当金 △8 △4

流動資産合計 23,013 22,825

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,188 2,158

機械装置及び運搬具（純額） 127 121

工具、器具及び備品（純額） 318 282

土地 12,118 12,118

建設仮勘定 72 139

有形固定資産合計 14,824 14,820

無形固定資産 177 165

投資その他の資産

投資有価証券 647 647

その他 779 699

貸倒引当金 △123 △123

投資その他の資産合計 1,303 1,224

固定資産合計 16,305 16,210

資産合計 39,318 39,036
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 984 963

短期借入金 545 529

1年内返済予定の長期借入金 180 185

未払費用 750 872

未払法人税等 970 644

賞与引当金 89 125

役員賞与引当金 23 20

製品保証引当金 16 15

その他 683 702

流動負債合計 4,245 4,058

固定負債

長期借入金 4,131 4,487

その他 542 544

固定負債合計 4,674 5,032

負債合計 8,919 9,090

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 28,557 27,969

利益剰余金 1,439 1,559

自己株式 △7,336 △7,337

株主資本合計 40,659 40,191

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △10,930 △11,108

その他の包括利益累計額合計 △10,930 △11,108

非支配株主持分 669 861

純資産合計 30,399 29,945

負債純資産合計 39,318 39,036
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 4,324 4,767

売上原価 2,672 3,115

売上総利益 1,651 1,651

販売費及び一般管理費 1,075 961

営業利益 576 690

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 0 0

為替差益 93 －

持分法による投資利益 － 0

作業くず売却益 0 0

その他 2 0

営業外収益合計 98 2

営業外費用

支払利息 5 6

為替差損 － 96

寄付金 30 0

持分法による投資損失 12 －

その他 2 0

営業外費用合計 51 104

経常利益 622 588

特別利益

固定資産売却益 43 －

特別利益合計 43 －

税金等調整前四半期純利益 853 588

法人税、住民税及び事業税 187 206

法人税等調整額 △27 69

法人税等合計 159 276

四半期純利益 506 312

非支配株主に帰属する四半期純利益 133 191

親会社株主に帰属する四半期純利益 373 120

決算短信（宝印刷） 2020年05月15日 15時29分 9ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ユニデンホールディングス株式会社(6815) 2020年３月期 第１四半期決算短信

― 7 ―

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 506 312

その他の包括利益

為替換算調整勘定 115 △178

持分法適用会社に対する持分相当額 11 0

その他の包括利益合計 126 △178

四半期包括利益 633 134

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 499 △57

非支配株主に係る四半期包括利益 133 191
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

米国会計基準を採用する米国の連結子会社を除く、海外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間よりIFRS

第16号（リース）を適用しております。これにより、借手の会計処理として原則すべてのリースについて四半期連結

貸借対照表に資産及び負債を計上しております。

当該会計基準の適用にあたり、経過措置として認められている当該会計基準の適用による累積的影響額を適用開始

日に認識する方法を採用しております。

なお、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

エレクトロ
ニクス事業

不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 2,659 1,664 4,324 4,324 － 4,324

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

15 － 15 15 △15 －

計 2,674 1,664 4,339 4,339 △15 4,324

セグメント利益 169 406 576 576 － 576

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

エレクトロ
ニクス事業

不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 2,766 2,001 4,767 4,767 － 4,767

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

4 － 4 4 △4 －

計 2,770 2,001 4,771 4,771 △4 4,767

セグメント利益 135 555 690 690 － 690

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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